
大庄中学校だより   

面接練習を終えて（３年生 2 月受検・私立高校受験者） 

 ３年生の面接練習が終了しました。 

  事前に学年の先生から指導されていたようで、わりと良い感じの人が多くいました。 

面接は、緊張するし、普段、きちんとした言葉で話すとか、いい姿勢で座ったり歩いたりす 

るとかの経験があまりない人には、なかなか大変な様子でした。 

  

以下に改めて、「この子は素晴らしい」という印象に近づくポイントを示します。本番までに再点

検しましょう！ 

①  背筋が伸びたよい姿勢 

②  歩くときも指先まで伸ばす 

③  相手にまちがいなく伝わるボリュームと話す速さ（速すぎるのは要注意） 

 基本は、将来の夢→高校で頑張ること→高校を選んだ理由 が矛盾なく一貫していることです。 

 ・将来の夢：高校卒業後は、就職・専門学校・大学（理系・文系）どれですか？ 

 ・高校で頑張ること：卒業後に向けて、履修する教科。特に力を入れる教科。 

           クラブを頑張りたい人は、忘れずに伝えること。 

 ・高校を選んだ理由：他のどこでもなく「この高校」を選んだ理由。きれいとか雰囲気が良いと

かではなく、「~に感銘を受けた」とかの具体的な理由を伝える。   

 

将来を見据えて具体的にイメージできている人は、「何を」「どう」頑張るのかをわかっているの

で、日々の具体的な活動が可能になります。しかし、そこがぼやけている人は、「~したいと思う」

だけで、具体的な活動にはつながりません。高校は、自分の学校でめいっぱい頑張れる生徒がほし

いのです。将来の夢から逆算して、高校で頑張ることを整理しておきましょう。 

頑張りましょう。本番で、力が出せるよう祈っています！ 

 

さて、１，２年の皆さん。この記事を他人事と考えていてはいけません。 

 人生を生きる上で、面接は避けて通れません。ここで試されるのは、① みだしなみは当然、 

② 何をやって、どんな力を獲得したのか、③ その力をどのように発揮したいのか、④ 自分の 

ことをいかに確実にわかりやすく伝えることができるか、です。 

 

これらのことは、普段から「自分の将来について考える」→「そのために必要なことは何かを考

える」→「どこで、どうやって力を身につけるのかの計画」→「実践の継続」→「効果の検証」→

「計画の修正」→「修正した実践」の繰り返しが必要となります。 

 

来年は、より力をつけた皆さんとの面接練習を楽しみにしています。 

 

百人一首大会頑張りました 

 新春恒例の百人一首大会に１、２年生が取り組みました。 

 結果は、右のとおりです。 

冬休みの宿題、国語の時間等を使って各クラスで力をつける 

工夫をして臨んだ大会でした。 

 

 最近、百人一首は、まんが「ちはやふる」の影響もあってか、 

結構、人気が出てきているということらしいです。 

 さて、大庄中の百人一首はどんな様子だったのでしょう。 

小学校でもやっていたことと思いますが、「下の句を詠みおわっ

ても札がとれない。」「そもそも覚えていない。」という人も多いのではないでしょうか。 

 

 百人一首という競技は、最初の１字で確定されるものがあるなど、相手よりも速く取るための法

則もある奥深いもののようです。来年に向けて少し調べてみてはどうでしょう。 

 

今は、家庭でもあんまりやることもないのでしょうが、日本が世界に誇る文化に慣れ親しみ、後

世に伝えていくことは私たちの大きな使命であるともいえます。 

 歌が詠まれた時代は、現在の日本とは自然も風景も大きく違っているので、情景を想像すること

が少し難しいとは思いますが、解釈を味わってみると、人の感性の繊細さや、ことばのやさしさな 

どを感じ取ることができると思いますよ。 

 

インフルエンザに注意！ 

 今、全国でインフルエンザが猛威をふるっています。今年は A型が流行しているようです。なに

よりも予防が大切とのこと。 

①手洗い、うがい、②マスク着用 ③できるだけ人混みに行かない・・励行しましょう 

 

２月の主な予定 

８日（金） 生徒朝礼 

９日（土）～１０日（日） 私立高校入試 

１１日（祝・月） 建国記念の日でお休みです 

１２日（火） 小学生が大庄中を体験します 

１５日（金）～１６日（土） 公立推薦・特色・多部制受検 

２０日（水） 公立推薦・特色・多部制発表 

２３日（土） 市内特別支援学級卒業生を送る会 

２５日（月）～２７日（水） 学年末テスト（3年生は 26 日、27 日） 

  1 年 2 年 

1 位 3 組 5 組 

2 位 4 組 3 組 

1 位 神田 森山 

2 位 山本 眞野 

3 位 山岡 板谷 

4 位 須貝 畑下 

5 位 鈴木 松岡 



 


